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Petrochemistry　of　late　MesozQic　to　early 　Tertiary　vocanic 　rocks

　　　　　　　　　　 in　West 　Chugoku ，　Southwest　Japan．

Teruyoshi　IMAoK バ and 　Nobuhide　MuRAKAMI ＊＊

Abstract　 Calc・alkaline 　volcanic 　 rocks 　of 　late　Mesozoic　to　early 　Tertiary　in　West　Chu・

goku ，　Southwest　Japan　have　been　petrochemically 　investigated．

　AlthQugh 亡hey　are 　classlfied 　into　the　Kammon ，　Shunan，　Hikimi，　Abu ，　and 　Tamagawa

Groups　from　older 　to　younger，　they 　are 　different　Qnly 　slightly 　in　bulk　chernistry ，　except

for　the　K20 ／NazO 　ra ヒio　which 　is　Iower　in　the　Tamagawa 　Group ，　 and 　higher　in　the　other

9「oups ．

　As　for　the　constituent 　minerals ，　on 　the　other 　hand，　there　are 　several 　differences　among

these　groups 　of　volcanic 　rocks ，　as 　mentioned 　below ：

　1）． The 　pyroxenes 　of　the 　Hikimi 　Group　show 　a　fairly　 broad　 range 　 of　 composition

from　Ca43Mg33Fe24　to　CanMg22Fe3G　in　clinopyroxene 　and 　from　Ca3Mg4sFes3　to　Ca3Mg27

Fe70　in　orthopyroxene ，　while 　only 　a　smal ！variation 　is　recognized 　in　the　pyroxenes （clino ・

pyroxenes）from　other 　groups，

　2）． The 　 amphiboles 　of 　the　Hikimi　Group　 are 　the　 most 　ferrous
，
　 belonging　 mostly 　 to

the　 ferro−hornblende　 and 　ferrQ−edenitic 　 hornblende　after 　Leake
’
s　（1968）class 量fication，

while 　those　of 　the　Tamagawa 　Group　are 　magnesio −hornb ！ende ，

　 3）． Colnparing　the　Fe1Mg 　ratio 　of 　mafic 　constituents 　with 　that　of 　host　rocks ，　its　diff−

erence 　is　 Iargest　 in　the　Tamagawa 　Group，　and 　smallest 　 in　 the　 Hikimi　Group．　This

fact　 seems 　to　be　cQnnected 　 with 　 the　difference　of 　cons 亡ituent　 Fe−Ti　 oxide 　 minerals 　be・

tween 　the　Tamagawa （almost 　magneti 亡e）and 　the　Hikimi 　volcanic 　rocks （almost 　ilmenite），

　These　data　Iead　to 亡he　conception 　of　d正fferent　vapor 　pressure　and 　different　oxygen

fugacity　among 丘ve　volcanic 　groups 　during　crystallization 　of 　magma ，　that　is，　 they　are

lowest　 in　the　Hikimi　 Group，　 intermediate　 in　the　 Shunan　 Group　 and 　 highest　in　the

Tamagawa 　Group．

　　　　　　　　　　　　は　 じ　 め　 に

　本邦に お け る後期中生代
〜古第三 紀 の 花崗岩質岩

石 は 地域別，あ る い は広域的 に 多方面 か ら検討さ れ，

近年著 しい デー
タ が 蓄積 さ れ て きて い る．

　一
方 ほ ぼ 同時代 に 活動 し た 火 山岩類 に つ い て は 主

’
広島大学理学部地 質学鉱物学教．室

　　Instiしute 　 Qf　 Geology　 and 　 Mineralogy，　 Faculty　 of

　　Science，　Hireshima　Univers重ty，　HireShima，730　Japan，
＊ ＊

LLI凵 大学教養部地 学教室

　　InStitute　 of 　 Earth　 Science，　 Faculty　 Qf 　Liberal　 Arts，
　　Yamaguchi 　University，　Yamaguchi ，753　Japan．

に 火山層序学 的側面 よ り の 研 究が な さ れ て きて い る

が ，そ れ ら火 凵」岩類 の 鉱 物 学的 デ
ー

タ は 乏 しく，わ

ず か に KAWADA （197ユ）に よ っ て 濃飛流紋岩 中 よ りの

ferro−augite ，　ferro・hypersthene，　ferro−hortonolite

の iRtt−，原 山 （1978a，　 b）に よる笠 ヶ 岳 流紋岩中 よ

りの ferro−edenite 〜ferro−hornblende，　ferro−augi ．

teの 報告 と濃飛流紋 岩中の 玄武岩質安凵」岩よりの
，

chromian 　 endiopside の 報告 が 行 なわれ て い る の み

で，中国地方 の 火山岩類 につ い て の 研究は 皆無 に近 い ．

　本論文 に お い て は 中国地方の 広島帯，田 万川帯深
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成岩類 〔MURAKAMI ，1974）に 伴 わ れ る若干 の 火 山

岩類中の 鉱物組成 と全岩組成の 検討結果 を報告する．

　研 究 を進 め る に あ た っ て，広島大学 小 島丈 児教授

に は 終 始御指導 をい た だ き，また 本論文を草する に

あ た り，御 指 導 ・御 助 言 を い た だ い た．EPMA 分 析

に あた っ て は ， 筆者 の
一

入（今岡）は 広島大学技官南

朝生 氏 に 御教 示 をい た だ い た．記 し て感謝 の 意 を表

す る．

　　　　　 西 中国地域 の 後期中生代一

　　　　　 古第三 紀 火 山作用 の 概略

　 後期中生代 〜古第三紀火山岩類 は 近畿地方か ら中

国地 方 に か け て 広大な 分 布を し て い る が，局地 的 な

研究が 多い の で ド比 較的調査 ・研 究 の 進 ん で い る 中

国西部 の 火 山岩 類 を と りあ げ る こ と に する．こ の 地

域 の 火山岩類はIcHIKAwA　et　al．（1968），
MuRAKAMI

（1974）に よ っ て 総括 され ，古 い 方 か ら 関 門層群 （下
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ さ　 j’　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tt　 t

関亜 層 群 ） ・周南層群 ・匹 見層群 ・阿 武層群 ・田 万

か わ

川層群 に 区分 され る（第 1表）．

　 関門層群は時代的 に は 高知世一宮古世 に わた る地

層で 、下 位 の 脇 野 亜層群 と上 位 の 下 関亜 層群 と よ り

なるが ，前者 が 主 と して 非 火 山性湖成層 よ りな る の

に 対 し，後 者 は 主 と して 安 山岩質 〜デ イサ イ ト質 火

山岩類か らなる（村上 ・長谷 ，
1967）．周南層群 は 関

門層群 を非整合あ る い は不整合に お お う主 と して 1箜

上 の 火山性堆積岩層で
， 時代 はギリヤ

ー
ク世前期 と

考 え られ て い る（村 上 ・長 谷，ユ967）．同層群 は さ ら
　 ぜ ノ　じtt 　 じ　 や ま　 　 　 　 　 　 　 　 もの 　み 　 た け 　 　 　 　 　 　 　 　 た　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ど ニ や ま

に 禅定寺 山累層 ・物見岳累層 ・田 床 山 火 山岩類 の 3

累層に 大別 さ れ，前 二 累層に お け る 火 山活動 は，

MuRAKAMI 　 and 　MATsusATo （1970）に より 3期 に

区分さ れ た （第 1 表）．各累層は ほ ぼ E −W 方向 の 帯状

分布をし， 禅定寺 山 累層に は 長楕円状輪廓 の 陥没体

の 存在が 推定 され て い る （MuRAKAMI 　and 　MATsu ．

SATO ，1970）。匹見層群 は最近西野ほ か （1974）に よ

っ て 識 別 され，そ の な か の 上 部 流 紋岩層が 阿 武層群

の 下 部層 に 対比 され て い る が，周南層群 との 時代関

第 ／表　西 中 国地 域 の 後期 中生 代
〜古第三 紀 火 山岩 層の 層序

Da し a 　frorn　 Nishino 　＆　皿 urakami （工965 ｝t 　Murakarni 　＆　Hase （1969 ｝，　Muraka 皿 i　＆　Nishino （1967 ）

　 　 　 　 　 Murakami 　＆　Matsusat 二〇 （1970 ）r　Murakami （1973 ）F 　and 　Nish 上no 　et 　 aZ 、．〔工974 ）。
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係は 不明 で ある．下位 より最下部流紋岩層 ・下部石

英安山 岩層 ・中部石 英安 山岩層 ・
上部石 英安 山岩層

・．ド部流紋岩層 ・上部流 紋 岩層の 順 に 重 な リ，積算

層厚 は 3000m に 達 する（通産省，1969 ；19．　70；1971），

1珂武層群は 周南層群 を非整合 あ る い は 不 整今 に お お

い ，中国中部 地 域 の 高 田 流 紋岩類 （吉 田
，

1961）に

対比 され ， 時代 は ギ リヤ ーク世 後 期 と考 られ て い

る（村 tr−・長谷，1967）．第 1 図に 示す と お F）匹 見
・

阿武 両層群は広島帯の 火 山岩 中も っ と も広大な分布

域 を占め ， 全体 と して 流 紋 岩質
〜デ イサ イ ト質 の 乾

陸上 の 火砕 流堆積物か らなる．堆積 盆地 は E −W − N
E −SW に 延 び た 盆状構造 を呈 し，陥没性 の もの と推定

され て い る．こ の うち 匹 見層群 は ほ ぼ 阿 武層群分布

地 と 田 万 川 層群 分布地 との 境 界 域 に 細長 くつ らな り

総延 長 は 100km を越える．

　田 万 川層群 とそ れ に 対 比 さ れ る 火 山 岩類 は ， 山 陰

西部 の 新第 三 紀 堆 積盆 地 の 南方 に 断続的 に 分布 し，

分布地域 の 間隔 は約20kmに達する．時代 は始新世後

期 〜漸新世 と見なされ て い る．模式地 に お け る 田 万

川層群 の 火 山活動 は 村上 （工973） に よ り 4 期 に 区 分

され て い る（第 1表 ）．こ れ ら火山岩類 は深成岩類 を

密接 に 伴 う．こ の時期 の 火成活動 の 特徴 の
一

つ は，

こ れ らの 火山
一

深成複合岩体 が ほ と ん ど 円形〜楕円

形 輪廓 の 鍋状陥没体 を形成 して い る こ とで あ る，（村

上，1969，1973）．

　　　　　　　　　 岩 石 記載

　鉱物分析を行 なっ た 岩石 に つ い て 簡略 に 記載する．

採集地 を第 1 図 に 示 す．
L 玄武岩質安山岩 ・

安 山岩

　関門層群 ： 本層群 の 安 山岩類 は
一

般 に 変質 が 著 し

く，含有鉱物 の 分析は 北彦島層産 玄武岩質安山岩溶

岩 1 箇（GO1 ），福江 層産安 山 岩 溶 岩 1 箇 （C −02）の

み に つ い て 行 な っ た．い ずれ もintersertal−pilotax ・

itic組織 で，斑 晶 として 斜 長石 （An 　53−75）・単斜

輝石 ・磁 鉄鉱 （チタン 鉄鉱の ラ メ ラ を有する〉 を含

み，石 基 は 斜長 石 （An　41−66）・普 通 輝 石 ・磁 鉄 鉱，

チ タ ン 鉄鉱よ りな る．

　周南層群 ：含 有鉱物 の 検 討 は禅定寺 山累層 の 1期

安 山岩類 （S・02，S・06，　 S −07，　 S−74，　 S−83）お よび

物 見岳累層の 安 山岩類 （S・04 ，
S一ユ0

，
　 S −11，　 S・12，

S −21）に つ い て 行 なわ れ た ．こ れ ら安山岩類 は 斑晶

として 斜長石 （An 　 35−76）・普通輝 石 ・
緑 色角閃石

・Fe−Ti酸化鉱物を含 み ，石 基 は 斜長石 （An 　 30−45）

・普通輝石 ・Fe・Ti酸 化 鉱 物 よ り な る．　 Fe ・Ti 酸 化

鉱物 は S −e6 に お い て は 他形 の 磁鉄鉱 が 多 く，チ タ ン

鉄 鉱 は 含 まれ な い が，他 の サ ン プ ル に お い て は ，
い

ず れ も半 自形 〜
他 形 の チ タ ン 鉄 鉱 が 卓越 」 Fe・Ti

酸化鉱物全容量 の 約 90％ を 占 め る ．鏡 下 で は pilo −

taxitic・interserta1組織 を呈 する．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ　 さ

　 こ の 他，吉田 （1961）に よ り吉舎安山岩
＊

と さ れ て

い る安 山 岩溶岩 1 箇 （K つ 3）に つ い て も検討 を加 え

た ．こ の 岩 石 は 黒色塊 状 で 斜長 石 （An 　58−78）・
普

通輝石
・
斜方輝石

・
チ タ ン 鉄鉱斑晶 を有し， 斜 方輝

石 は バ ス タ イ ト化作用 が 著 し い ．石 某 は 斜長石
・
普

通輝石 ・チ タン 鉄鉱 か ら な り、pilotaxitic 組織 を呈

す る．

　 阿武層群 ：分析 を行 な っ た安 山岩 溶岩 1 箇 （A −10）

は阿武層群下部層中の もの で ，優黒色塊状 で 自形斜

長石 （An 　 62・87）・普 通 輝 石 ・
他 形 チ タ ン 鉄 鉱 を有

し，石 基 は 自形斜長石 ・緑泥 石 ・チ タ ン 鉄 鉱か ら な

り，pilotaxitic組 織 を呈す る。緑泥石 化作用 が 著 し

い ．

　 田 万 川層群 及 び 相 当 層 ：分 析 に供 し た の は 1 期安

山岩 とそれ に 対比 され る他岩体 中の 試 料 （田 万 川岩

体 ：T ．31，T −33溢 田岩体 ：T −0ユ
，
　 T −02 ；浜 田 岩体 ：

　　　　　　　　　［t　き
T ・og，　 T −10，　 T −11 ；波 佐岩休 ：T −34） で あ る 。大部

分暗黒色塊状 で，自破砕構造 を呈す る もの （T −02）

もある．鏡下 で は felty・pilotaxitic 組織を呈 し，斑

晶 と して 斜長石 （An　 35・85）・普通輝 石 ・他 形磁鉄

鉱 お よ び 少 量 の チ タ ン 鉄 鉱 を含 む．い ずれ の サ ン プ

ル に お い て もFe−Ti 酸化鉱物の 約 90％以上 を磁鉄鉱

が 占め
，

こ の 点 は 周南層群 の安山岩類 と対照 的 で あ

る．一般 に 磁 鉄 鉱 は ヘ マ タ イ ト化 が 著 しい ．チ タ ン

ン 鉄 鉱 は 磁 鉄 鉱 とgranular 　 in亡ergrowth をす る も

の もあ る （T −Ol）が ， 大半 は 単 独 結 晶 と して 含 ま れ る．

2．デ ィサイ ト ・流紋 デ イ サ イ ト

　こ の 組成 の 岩石 は 第 1 表 に 示す と お り，西中国地

域 の い ずれ の 火山岩層 に も含 ま れ て く る が ，普遍 的

に 顕 著 な 変質 を受 け て お り，匹 見
・田 万川両層群 を

除 き有色鉱物 の 検討 に 適 した 新鮮 な試料 を見 出す こ

とが で きなか っ た．

　匹 見層群 ：第 1 表 に 示す とお り，6 層に 区分 され

る が ，上位 2 層を 除 い て 有色鉱物 が 新鮮に保存さ れ

’
吉舎 層群 は 稲 倉 層 をお お い ，高 1Ll　iiL紋岩 層に 不整 合 に おお

　わ れ る厚 い 安 山 岩 を主体 とす る 火 山 岩層 で ，こ の ド部 は 下

　関 亜 層群 に 対比 され る が ，上 部 は 周 南 ・広 峰 両 層群 に 対比

　さ れ る可 能性 が 大 き い 〔村⊥ ・長谷，1967 ｝．
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第 2 表 苦鉄質鉱物の 分 析 を行 な っ た岩 石 の 主 化 学 組 成 と ノル ム
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第 2 図 　A ・F−M 図

結 晶の た め 溶結構造は認め 難い ．斑晶 は 破 片 状 の も

の が 多 く， 斜長石 〔An 　 24−70）・ア ル カ リ長石 ・石 英

・単斜輝石 ・斜方輝石 ・緑色角閃石 ・黒雲母 お よび

チ タン 鉄 鉱か ら な る．輝 石 類 は ほ とん ど周縁 部 が ヘ

ス テ ィ ン グサ イ ト質角閃石 に よ っ て 交代され て い る．

黒雲母 は 赤褐色の 多色性 が 強 い ．こ の こ とは Tio2が

多い （第 6 表 ）以 外 に Fe203〆（Fe203 十 FeO ＞が 小 さ

い た め で あ る と さ れ て い る（HAYAMA ，1959）．ま た

屈折率 が 高 い （1．656−1．668 ）．

　 田 万 川層群 及 び 相 当層 ：分 析に 供 した の は III期流

紋 デ イ サ イ トに 対比 さ れ る 試 料 （浜 田岩体 ：T −04，

T −13，T −14，　 T ・15，　 T −20）で あ り，こ れらの 岩石 は

一般に青灰色〜紫灰色を示 し，鏡下 で は弱い 溶結構

造 を呈す る．斑晶 は 石英 ・斜長石 （An 　 24・44）・普

通角閃石 ・変質 黒 雲母 よ りな り
，

い ず れ も破 片 状 で

あ る．また ア ル カ リ長石斑晶 に 乏 しい （く 2vol，％）．

マ トリ ッ クス は 細か い 石 英
・
斜長石 お よび それ らの

結晶 」
・’
1
−・岩石 片 ・軽石 片 ・Fe−Ti 酸化鉱物 ・

ス フ ェ

ーン を含 む．Fe−Ti 酸化鉱物全容量の 約 80％以上 は

磁 鉄鉱 が 占め る，こ の 点 ，匹 見層群 の 同質火 山岩中

に は チ タ ン 鉄 鉱 の み しか 含 まれ な い の と対象的 で あ

り，その 差異が 注 目され る苧

　　　　　　　　　 全 岩組 成

　第 2表 に 鉱物分析を行な っ た岩石 の 主成分化学組

成を示す，未公表デ
ー

タをも含め て 化学組成 を検討

＊

火 山岩中の Fe．Ti 酸化鉱物・硫化鉱物 の 鉱物組合せ ，容 量比

　な どにつ い て は層群 別 に 同 質岩 を比較 した場合 に も顕 著な

　相異が み られる．こ れ らFe −Ti 酸 化鉱物 ・硫 化鉱物の 産状，
　化学組成な どに つ い て は 稿 を改め て論 じる予定で あ る．

する と，火 iU岩類 の SiO2は約52〜79wt ．％ の 範囲を

有 し，関門層群（C−01），お よ び 田万 川 層群 （T ・09）

に は 玄武岩質安 山 岩 が み ら れ る．A −F・M 図 〔第 2 図）

上 で は どの 層群 の 火山岩類 もほぼ DALY （1933）の

カ ル ク ・ア ル カ リ岩系 に近い 位置 に プ ロ ッ トさ れ る．

しか し層群別 に み る と関 門層群 は 他層群 の 同質火 山

岩 類 に 比 較 しMgO に 富 む 『また 匹 見 ・阿 武両層群 の

構成岩石 は 他層群 の 火 山 岩 類 よ り もFeO に 富 み，ソ

レ ア イ ト系列寄 りの 化学組成を示す．類似 の 傾 向は

濃飛流紋 岩 に お い て も指摘 さ れ て い る （山 田 ほ か ，

1971）．こ の よ うな 濃 飛流 紋 岩 との 化 学 絹 成 の 類 似 性

は後述 の K20 ／Na20 比に関 して も認め られ ， 両者共

に K20 ／Na20＞ 1 の もの が 多い （第 3図 ）．

　第 3図 は SiO2とK20 ／Na20 比 との 関係 を示す図 で，

参考 と して MUKAE （ユ958）に よ る 山陰 グ リ
ー

ン ・タ

フ 構成岩の デ
ー

タお よび 濃飛流紋岩の デー
タ （山 田

ほ か ，
工971）をも併 せ 示す．こ の 図よ F）明 らか なよ

うに，白亜 紀 火 凵」岩相互間お よび 第三紀 火 山岩相互

間で は層群 間 で の 差 が ほ とん ど認 め られ な い の に，

白亜 紀 火 山岩類全体 と第三 紀 火 rU岩 類 全体 と を比 較

す る時に は 両者間 に か な り明 瞭な差 が 存在す る．す

な わ ち，田 万 川 層群 とそ の 相 当層の 火 山 岩 類 は グ リ

ー
ン

・タ フ 地 域 の 火山岩類 と 同様 に 白亜 紀 火 山 岩類

に 比 べ て K20 ／Na20 比 が 低 い ．類 似 の 化 学 組 成 に 関

す る差 は 広島帯の 白並紀深成岩類 と 第三紀深成岩類

と を比較した 場合 に も認 め られ て い る （SHIBATA

eta9 ．，1960 ；大庭，1966 ；村上，1959，1960，1969；

’
こ の 点，LLI崎ほ か 〔1969），氏家 （1970 ）に よ っ て 記載 され

　 た 瀬戸内岩石区の カル ク ・ア ル カ リ岩類 に 類 似す るが，鉱

　物 組合せ の 上で は 異な る．
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　第 3 図 　K20／Na20 ・Sio2図
周南層群，○ ：匹 見層群，● ：阿武 層群，口

　 L［1陰 グ リーン ・タフ 地 域 の 火 山岩類 t

80

　 　 ：田万 Hi
＋

’
濃飛 流紋

85

岩類（図 上の 線は 中生代 火 山岩類 と第三 紀火山岩類の 大体 の 境界を表 わ す）

ISHIHARA，ユ971 ；沢 田，1978）． こ の 事実 と他 の 地 質

学的デ ータ をも併 せ 考え る と，す で に 村上（1959）に

よ っ て 指摘 され て い る ように ， 古第三 紀 田 万 川層群

とその 相 当層に お け る 火成活動 は グ リーン ・タ フ 火

成活動 の 先駆 をなす もの と して とらえる こ とが で き

る．

　　　　　　　　　 鉱物縊成

　火山岩 中の 輝石
・
角 閃石 ・黒雲母斑 晶 の 定量分析

は広島大学理学部 の 日 本電子製JXA −5型 の EPMA を

用 い て 行 な っ た ．分析 条件，使用 し た 標 準 試 料 ， 測

定結果 の 補正 計算な ど は SuzuKI （1977 ，
　p．248−249）

の 記載 と同 じで ある。

1。輝石

　火 山岩中の 有色鉱物 に は 新鮮な もの が 少な い が ，

そ の 中で も輝石 は もっ と も保存の よい 有色鉱物 で あ

る．こ れを含む岩石 の 化学組成は層群 に よりか な り

異 な る．全岩 の SiO2量 と の 関係を み る と，田 万 川層

群 で は ほ ぼ SiO2二60％以下 の 火山岩 に の み 輝 石 （大

部分単斜輝 石 ）が 含 ま れ る の に 対し，関門層群
・
周

南層群 で は Sio2 − 65％以下 の 岩石 に 含有 （ほ とん ど

単斜輝石 ）が 認 め られ，匹 見層群 で は ほ ぼ S量02置65

− 70％ の 火山岩中 に普遍的 に 輝 石 （斜方輝石 ＋ 単斜

輝石 ）の 含有 が 認 め られ る．

　次 に 輝石類
＊

の 化学組成 を検討 して み よ う．分 析結

果
＊＊

を 第 3， 4 表 に 示 す．ま ず単 斜 輝 石 で は も っ と

，
石 基中の もの に は 新鮮 な もの が 少 ない の で 走 量は 関 Vlj）w

　 群 の 1 試 料 （C ・Ol） を1徐 き，斑 晶 に つ い て の み 行 な わ れ

　 た ．
＊ ＊

　数 ポ イ ン トの 平均 化学 組成．角閃石
・
黒 雲 母 に つ い て も

　 同 様．

N 工工
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266 4> ma .H,B, , g,･ NEfcer

ag3tc .VS-iFmpJEia)Mat<No.esee2xc:ssrnt3)

No･C-Ol  C-OV,,C-02  S-02  S-04  S-06  S-07s-loS-11  S-12  S-21S-74s-83K-03  H-15

sie2Ti02A1203cr20351.47
 O.62

 3,36
 O.59

sr.al
 o.es
 2.E7

 o.es

Sl,88
 e.32
 ],33

 O.91

Sl.IO
 O.20
 O.91

 n.d.

Sl.]8
 O.48
 1.20

 n.d.

51.22
 o.6e
 1.47

 O,07

so.7e
 e,62
 2.05

 n.d,

so.
 o.

 2.

 n.

oo7449d.51 30
 D,S3

 l.6S

 n.d.

50.72  Sl.22
 O.44  O,62

 l.11 1,72
 O.1]  n.d.

se
 o

 1e

.75.53.B6,0950.E7
 O.6]
 1.S2
 o.es

51.72
 O.32

 l.42
 O.ll

51.14
 O.23
 1.e]
 n.d.

FeO-6.977.774.6610.8El4.90IO.839.7711.S39.74l4.5412,9712,39ll.fi214.rol14.61

FlnOO,22O.26D.OSO.4Se.47O.29O.43O.20O.40O.46O.46'O.43O.4gO.46O.52

MgO18.19le.o3l6.9S15.3911,89IS.OS15.6e14.5315.6613.24l3.IE11,8Z14,76l2.4Sll.32

Caol8.44le.2o22.]721,0919.3220.6119.S2I9.S319.9419,6219,45l9.78l9.63l8.9E2e.84
Na20D.48O.3GO.21O,2SO.22e.11O.2SO.SlO.29O.OEO.2SO,27O.46O.2Se,27
K20n.d,n.d.n.d.n.d.o.oon,d.O.Oln.d.O.Oln.d.o.oon.d.e.oon,d.e,o4

Total100.3499.46100.74leO,2599.86IDO,SG99.2499.S399.S2100.3299.S599.91100.15IOO.23100.60

Numbersof'CatlopsonthebasisoE6oxygens

siAliY1.8SSO.l151,914e.oBE1.89eO.llO1.924o.o4el,962o.o3e1.917O.OS51,912D.08Sl.89IO.I091.926O.0731.931o,osoI.94ZO.DS9Z.922O,07S1.911O.0811e.961.O]91.959O.031

AlO.030e,o3gg.o13-e,ol6.o.oe3e.ee2'-o.elee.oosTo.e2sO.D15
TiO.O17e.ao2o.oege.oDsO,O14O.O19O.O17o.e21O.015O.Ol3O.OIBO,O15O.O18e.oa9e,oo7

Cre.ol7O,O02e.o26--O,O02---O.O04-o.eo3O.O02o.oe3-
Fee.213o,24ee.142O,342O.476O,]]9o.3ese,374O.306O.461O.411a.392O,365o.46eO.463
MnO.O07o.oose,oo3O.D14e,else.oego.e14O.D06O.Ol]O.OISO.O15O.Ol4D.Ol5o.olsO.O17
MgO.993O.993O.922O.SE3O,677e.s41O.8BOO.Sl9O,87EO.751O.74]O.779D.S29o.705O.641
CaO.723O,721O.S73O.S51O.791O.826e,792O,791O.S02O.SOIO.790O,S02O,791o,770O.S48
NaO.034O.026O.OISO,OIBO.Ol6o.oz]O.021O.O18e,o21O.O04O.Ol8o.e2oD.034o.OZBO.020
K -'.-o.eoo-O.OOI-O.OOI-o.eeomo.ooo-o.oe2
Ca 37.136.845.041.140.441.039.739.740.139.S4e,]4e.439.539.S43,1
Mg 5X,350.647.541.734.S41.744.14L243.937.037.939.241.536.132,5
Ferk+II.412.67.517.22S.l17.3l6.219.ll6.023.521,820.419.024.424.4

No.H-23H-E2H-67H-69H-70H-71A-leT-OlT-02T-09T-10T-11T-31r-33T-34

Si025L1749.71.50.1950,8150.52SZ.3851.ISse.e4S2.5251.9E52.IS5].7451.2651.6252.Ol

Ti02o.xoO.l7o.oeO,16e.l3O.20O.57O.57e.49O.40O.40O.47O,S4O,S3o.75
Al203e.41O.79O.46O.64O.EOO.711.492.S71.502.562.812.761.692,192.Z]

CI20sn.d.n.d.n.d.n.d.O.03n.d.n.d.n.d.n.d.O.17D.27O,09n.d.n.d.n.d,
FeOtIY.0219.46Z9.0920.7920.5416.9712.897.789.737.e36.267.7910.6]ze,ol9.55
MnOL27O.52O.S8O.74O,66o.soa.3sO.38O.40e.26O.24O.2SO,54o.rjoo.Sl

MgOS.769.02S.406.917.96IO.1413.57l5.7615.19l5.B9l6.13IS.03l5.52l4,6rj14.51

cao20,OS19.34ze.ls19,7S20.322D.2S19.S421.11l9.]E21.4722.IS21.54l9.9520.5320.26
Na20O.13D.26e,IEO.23O.21O.].9O,18O,36O.37O.25O.2EO.2SO.31O.37o.]]

K20O.DOO.orjn.d,e.o3n.d.n.d.o.oOe.e4o.oon.d.o.oen.a.o.ooo.oo!1.d.

Total100.9799.G899.41100,06100,97100.37g9.8099.4199.55Loo.el100,7099,98100.44100.40IOO,25

Nurnbersof'cationsonthebasisof6oxygens

slvAiiAl1.9alO.O19O.O031.959O.037-].,97gO.02L-l.99E1.971
O.O02O,02B
e.o2s-1.97e1,941

o.o22e.osg
o.oloO.eo8l,902o.egse.olsl.963e.o37O.0291.922O,07SO.034l,913o.es7O.034l.92ZO,D79O.D421.918o.e74-l.926O.074O.022Lo.o,937063O]5

Tie.oo3o.oesO,O02O.O05O.O04o.oo6o.e16O,Ol6O.Ol4O.OllO.Olle.ollO.Ol5o.elso.021
CI '-r-o.eol---'O.O05o,oesO.O03---
FeO.fi16D.641O.627O.6Sle.668D.545O.407O,243D,303O.217O.192O.241O.S'11O.311o.299
MnO.042e.olgO.029o,e2so,o22o.e16e.o12O.O12O.O13o.oosO,O07O.O09O.O17O.O16o,O16
MgO.S05O.530O.493O.404e.462O.5SlO.766o.s7gO.845O.B7SO.881O,831O.86SO.814e.S04
CaO.S32O.816O.850o.a3oo.s4sO.835O.793e.s4EO.774O.S49o.g7oO.85EO.799o.slgo.B07

NaO,O09O.020O.O12o.e17o.o16O,O14O.O13O.026o.e27O.OISO.O18e.e2!O.022O.027o.e24
K o,oooD.eo3me.ee2--o.eooO.O02o.ooo-o.ooo-o.oeoo.ooo-

Ca 41.740.742.542.842.442.24e,142.740.043.644.642.939.741,841,9
Mg 2S.326.424,720.S23,129.438.744.443.744.94r].244.24].a41.S41.7
Fe±"33.032.9]2.S36.434.52S.421.212.g16.11].510.212.9l7.3l6.7l6.4

       FeOk:  Total  Fe  as  FeO.
       Fet ± : Fe  +  bln,

       C-Ol-ttt  CpM.  of  groundmass

S Fec: Et"  a) cs mpEre",fi< OL=gi a) S a) 
"(',

 aug-

ite(Ca43.iMg32.sFe24.4) rb}4ferro-augite  (Ca-s

Mg22.o Fe36.2) e: t) ft: 6 {L\an rk e Jff L , geN Sli ff ca ti

Skaergaard a) SH tli ff va <BROwN , 1957 ;BRowN  and

VINCENT, 1963;NwE, 1975)S L) SCafiV 
"C',

CARMIcHAEL  (1960, 1963) a)'t='ifie: .lt k British

&  Icelandic Tertiary  acid  glass tii a)ffJEiJ<)SHI-

MAzU  and  TAKANo  (1977) e: .lt
 k) :Edi"ILv(vi

ig i*JII -AE}ta  lrkO ig XffUF. i#iZ  rp di uaac: va tuS

L 
-(

 vi 6  ab t, knh  s o x:T:Ca c: fi- e  ee 4 pa ). t
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ロ ；

● ：

o ：

e ：

　
　
　
　

　

Mg 10 20 30 40 50 60 70 80 90 Fe

　　　　　　　　　　　第 4 図　輝石 の Ca・Mg ・Fe 図

Sk ：Skaergaard　trends，　 Tg ：British＆ Icelandic　 Tertiary　 acid 　glasses

第 4 表 　斜 方輝石 の 組 成 （No．は 第 2 表 に 対 応 ）

NQ ．　　　　 H −23　　 巳一47 　　 H開51 　　 H曽62　　 H −70 　　 日一7上　　 H脯95
3．to2Tio2Al20SCr203FeOkMnOM90CaONa2DK20Tota148．85 　 4B．28 　 4∋，79 　 49 ，25 　 4B ．73 　 49 ．57 　 50 ．02

0，28 　　 D．1E 　　　D・19 　　 0rl7 　　 0．13 　　 0．38 　　 0．23
0，73 　　 0．38 　　 0■4フ　　 Q．38 　　 0，35 　　 0．日e 　　 O■70
0．05 　 　 n ．d ．　　 n ．d ．　 　 n ．d．　 　 n ．d ．　 　 n ．d．　 　 n ．d．

35．上3 　　40．03 　　36 ．69 　　36rO4 　　3B，27 　　32 ．35 　　30．88
D昌92 　　 1，48 　　 工鹽10 　　 1．02 　　 1，ユO　　 O．85 　　 0噛90

工1，85 　　　9．10 　　XO，80 　　12 ，47 　　10．57 　　ユ4．07 　　工5・Z2
1 ，29 　　　工．3E 　　 工．49 　　 L．35 　　 1，37 　　　1．66 　　　⊥．24
0，03 　　 0．08 　　　D．07 　　 Q，05 　　 0．03 　　 0．05 　　 0・05
n ，d，　　 O．02 　　　0，00 　　 0．05 　　 0，QO 　　 O．OD 　　 O■00

99 ．13 　1口O，Sg 　IOO ．59 　100 ．18 　100 ，55 　　99 ．81 　　99 ．14

s ±

A ユ
エ ＞

AIV 工

Numbers 　of 　Oations 　on 　the 　basis 　of 　6　0XYqens

轟 賜 ：繻 1：器ll：llll：語 1：謝 1：譏
O．008 　　　−　　　 O，Ol3 　　　−　　　　　−　　　 0．001 　　0，007

Ti0 ．OO8O ．OD50 ．OO60 ，005O ．DO40 ．Oj．10 』 07
Cr0 ．OO2 一 一 一 一 一 一
F 巳 1．183 上β 5012271 ．2011 ．2901 ．0661 ，016
凹n0 ．032O ．051o ．03 了 0，034O ．D38O ．029O ，030
凹qD ．712O ．553o ．643O ．7400 ．6360 ．328o ．889
Ca0 ．056O ．060O ．0640 ．0580 。059O ．0 フOO ．052
Ra0 ，0030 ．OD6o ．oo5o ．oo弓 O．003o ．oo4o ．oo4
K 70 ．0010 ．0000 』 03o ．oooo ．oooo ，ooo
Ca 2．83 ．o3 ．22 ，92 ．93 ．52 ．6
踵 q 35，92 了，332 ．736 ．431 ．4 窪L644 ．7
F巳★六 61 ．3 ε9．764 ．160 ．765 ．754 ．952 ．7

FeO ★ ：　TO しal 　Fe 　as 　FeO ，
Fet ☆ ：　 Fe 　十 　Mn Ana ユYst ；　T ．工maoka

示 す．周南 ・阿武層群中の もの は 田 万川層群中の 輝

石 に 比較 しFe に 富 み
，

匹 見層群 中 の 単斜輝 石 と の 中

間位 置 に プ ロ ッ トされ る，こ こ で 注 目に 値す る の は

関門層群安凵」岩中の 単斜輝石 で あ る．分析数 は わず

か 2 試 料 で あ る が ，い ず れ も著 し くMg に 富み （Mg

O ＝ 18wt ．％），　endiopside あ る い は endiopside に 近

い augite に 属す る。また こ れ ら の 単斜輝 石 は他層群

火 ［iJ岩 中の 単斜輝石 に 比 較 し ，
　 A1203 （1，8

−−3 ．3wt ．

％），
Cr203（max ．O．91wt．％）に 富む．ま た こ れを

含む岩石 が 玄武岩質安 山岩 で 後期 中生代 火 ［．Ll岩中 も

っ と も塩 基性 で あ る 点 も特異 で，今後成 因面か らの

細 か い 検討 が 必 要 で あ る．な お，こ の 単 斜 輝 石 に 類

似の もの は最近泉南層群 （山田 ・村上，1978），濃飛

流紋岩類 中の 安 山岩 （原 山，1978）か ら も報告 され

て い る．

　斜 方輝 石 は 現在 の と こ ろ，匹 見層群 中 の もの だ け

が 分析 され て い る．第 4 図の とお り　hypersthene

（Ca2、6Mg44 ．アFe52、6 ）か らeulite （Ca3．oMg2z3Fe69 ．7）

に 及 ぷ 比 較的広 い 組成範囲を有す る こ とが 特徴 で あ

る．

2．角閃石

　含有する岩石 が 少 な い た め ， 関門 ・
周南 ・田 万 川

各層群 の 火山岩中 の 斑晶 が 分析 され た．分析結果 を

第 5 表 に 示 す．こ の 表 よ り 明 らか な よ うに 匹 見層群

中の もの は Al，O ，
＝6 ．4− 8 ．6wt ．％ で 8 ％前後 の も

の が 多い が，田万 川層群中の もの は それ らより低 い

（Al203 ＝6 ．O− 7．Iwt ，％）．　LEAKE （1968）の 分 類区

分 に よ れ ば，前者は magnesian 　hastingsitic　horn−

blende 　・ferro−hQrnblende　・ferro−edenitic 　horn −

blende（堪g値 ：0 ．286− 0．418
， 第 5 表 ）に 属 し

， 後

者 の 角閃石 は すべ て magnesio −hornblende　（ア噸 直

：O ．679 − O．729 ）で あ る．関門 ・周南層群 中の 角閃

N 工工
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第 5表 　角閃石 の 組 成 （No．は 第 2 表 に 対応 ）

国 o ． C−O⊥ S −02 ロ
ー12H −2コ　　H −47 　　H−54　　日

一61　　L卜 69H −70T −04T −13T 一よ4T −15T −2Q
s10z54 ，3¢ 44 ．4542 ．0842 ，57　　41 幽76　　45　r29　　42 ，97　　4D ．1542 ．23 弓9 』 846 ．9747 ，8149 ．1247 ．35
工102o ．132 ．D72 ．131 ．59 　　　1，9B　　　O．83　　　1甲69　　　2凾001 ．781 ，22L24 工．31 工．281 ．IB
A120

ヨ
ユ．言78 ．448 ．177 　．53　　　8　，03　　　6　．91　　　7甲92　　　臼，577 ．907 ．066 ．586 ．746 ．D上 6．40

FgO ☆ lO ．29 ユ5．7825 ，7226 　．78 　　24　，36　　22 ．20　　25 ．7B　　26r6825 ，7712 ，ユ5lL7012 ．5012 ，1日 工2，20
凹nO0 ，29o ．29o ．63O ，71 　　　0，46　　　0．塁8　　　0■64　　　0・540 ．63o ，32O ．62O ．66O ．6QD ．59
セ町 0173513 ．8D6 ．175 　．77 　　　7　，06　　　9　．工1　　　5　．94　　　6，166 ．1814 ，8D 工8．6工 15 ．D316 ．3517 ．38
CaOll ．871 工 ．4210 ．69lD 　．04　　10　745　　10　P5巳　　IO　．09　　工O■　31lD ．32Ll 』 410 ，a111 ．1310 ．8010 ．96
Na20o ，3呂 1．602 ．D21 ，95　　　2．07　　　1　．59　　　1 ．勢5　　　工，70L82L54L40L441 ．25L3 ，

K200 ，11 ユ．03D 』 5O ．98　　　1，23　　　1．05　　　1■DO　　　l昌051 ．03o ，35o ．4DO ．40o β 弓 D．34
To ヒdl9 フ2398 ．8898 ．5日 97＿92　　97　，4ユ　　98　．14　　97 ．98　　97，2697 ．5697 ，5698 ，3398 ，0297 ．91 拿7．89

Numbcrsofoat 廴Qnson 　the 　basi3 　0f 　23　0xyqen5

s⊥
　　 IVA

工
　 　 V 工

A ユ

7．7670
．2330
．0816

，580
⊥．4200
．0536

．5841
．4160
．0906

　■720 　　6　．585 　　6　鹽94D 　　6　．734 　　6　，427
1，2ヨO　　l　，415 　　工　．06D 　　l　．266 　　1・573
0．12 工　　O　．076 　　0．185 　　0甲196 　　0．0406

．6591
．3410
．1277

．ユ230
．8770
．3306

．8D8
⊥．125
　　駲

6．％ 1LD390

．1157

．1．180
．附 20
．1旦 26

．go3LD970

．003
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石 の 分析 は 各 々 1個 ずつ で あ るが ，前者は石 基中の

輝 石 を交代 した ア クチ ノ 閃石 （  値 ：0 ．75ユ），後 者

は 斑 晶 をな すmagnesio ・hornblende（惣 ：O，605）

で ある．また KANISAwA （1975），　 MURAKAMI （1977），

TANAKA （1977）に よ り指摘 され て い る よ うに AIIv

とFe／（Fe十 Mg ）比 と の 間 に は相関 が み られ，　 Allvの

増加 に 伴 い Fe／（Fe＋ Mg ）比 が 増 力［1す る，

3．黒 雲母

　火 山岩中の 黒雲母 は普遍的に 顕著な緑泥石 化作用

をうけ て い る た め，分析 の 行 なわ れ た の は 匹 見層群

A 几 alys し ≡　T．lmaoka

の デ イサ イ ト質〜流 紋岩質凝 灰岩 中の 黒雲母 斑 晶 の

み で ある。分析結果 を第 6 表 に 示す．こ の 表 に 示 さ

れ て い る ように ，匹 見層群 中の 黒 雲母 は A1203に 乏

し く （12．o〜13．6wt．％），　 TiO2 に 富 む （2．3〜5．6

wt ．％ ）．こ れらの 特徴 は NocKoLDs （1947）に よ っ て

指摘さ れ た輝石 と共存する場合の カ ル ク ・ア ル カ リ

岩中 の 黒雲 母 の 性質 をよ く表 わ して い る．また Si＋

AIIvが 不 足 す る場合が 多 くANNERsTEN （1974），

KANISAWA （1972）が指摘して い る よ うに ， 四面体

層中 にTi が入っ て い る可能性が強 い ．  値は 0．268
〜O．451で 小 さ い ．第 6 図 は 匹見層群産 黒雲母 と広島

帯深成岩中の 黒雲母 （MURAKAMI ，
1969＞， 領家帯花

崗岩類及 び 片麻岩類中の 黒雲母 （TSUBOI ，ユ938 ；MI −

YAsHIRo ，1956；HAYAMA ，1964；SHIBATA　et　a9 ．，

ユ966 ；HONMA ，1974 ；KUTSUKAKE ，1977）田 万 川帯

深 成 岩 中の 黒 雲 母 （田 万 川 岩体 ：MURAKAMI ，1969

；浜 田 岩体 ：今 岡，未公表資料）な どとの 組成関係 を

尓 す．こ の 図 より明 らか な よ うに ， 匹見層群産黒雲

母 は田万川帯深成岩中の もの や，領家帯深成岩中 の

もの と 異 な り，広 島帯深 成 岩 中の 黒 雲母 に 類似 して

お t）
， また 全岩組 成 と の 関連 で み た 場合 に も匹 見層

群 の 黒 雲母 の Fe／Mg 比 は 全岩の FefMg 比 とほ ぼ 1

： 1 の 対応を示す （第 7 図）点 に お い て も類似 して

い る．

　　　　　　　　考察お よ び 結論

　
一

般 に カ ル ク ・ア ル カ リ岩系火凵」岩 で は，酸性 の

岩石 中の 有色鉱物 は ほ とん ど角閃石 ・黒雲 母等の 含
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第 6 表 　黒 雲 母 の 組 成 （Ne．は 第 2 表 に 対応 ）
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第 6 図　黒 雲母 の 化学組成

Eastonite
　 5、O

水鉱物 で
， 輝石類 は 玄 武 岩〜安 山岩 お よび デ イサ イ

イ トの
一

部 に しか 含まれ な い こ とが 多い ．した が っ

て 輝 石 の 晶出径路 は 短 く， 典型的な ソ レ ア イ ト岩系

の 岩 石 中の 輝 石 の よ り に 著 し くFeに 富 ん だ もの は 通

常含まれ な い ．例 えば ，
LowDER （ユ970 ）は New

Britain の Talasea の カ ル ク ・ア ル カ リ岩系 の 火山

岩 （Sio2　＝一　58− 　72wt．％）に お い て ，岩 石 の 分 化 に

伴 う輝 石 斑 晶 の Fe／M 暮 比 の 変化 は僅 か で あるこ と を

報告 した．類 似 の 例 は JAKEs　and 　WHITE （ユ972），
WALSH （1975）な ど に よ っ て も報告

一
され て い る．本

論 文 中の 火 山岩の うち 関門
・周南 ・阿 武

・田 万川各

層群 の 火山岩 中の 輝石 は 分析個数 は 少な い が，ほ ぼ

上記 の
一般 の カ ル ク ・ア ル カ 11岩 中の 輝石 の 組成 お

よび そ の 晶出径路 に類似して い る．

　次 に 輝 石 類 の Fe／Mg 比 を全岩組成 と の関連の 上

で 検討 する．第 7 図は 火山岩 中の 有色鉱物 の FeO ／

（FeO ＋ MgO ）と 全岩 の FeO ／（FeO ＋ MgO ＞ と の 比 を

全岩 の SiO2wt，％ に 対 して プ ロ ッ トした もの である．

こ の 比 の 高 い こ と は 岩石 中の Fe お よ び Mg の 大部分

が こ れ ら有色鉱物 の 成分 と して 消費 さ れ て い る こ と

を示 し，比 の 低 い こ とは，こ れ ら有色鉱物以外 に か

な りの 量の Fe−Ti 酸化鉱物の 存在する こ と を示 唆す

るざ第 7 図をみ ると匹見層群産輝石 類 は こ の 比 が も

っ とも高く，田 万 川 火 山 岩 中の 輝石 は そ の 比 が も っ

と も小 さい ．こ の 差 異は 匹見層群 火 山岩 中に は Fe・Ti

酸化 鉱物が 一般に 少な く，か つ チ タン 鉄鉱 の み が 含

ま れ る の に対 し，田 万 川 層群 火 山岩中に は 磁鉄鉱 が

多量 に 含 まれ て い る と い う記載事実 に 矛盾 しな い ．

　か つ て FoDoR （1971）は New 　Mexico の Mogol −

lon　 Plateau産 カ ル ク ・ア ル カ リ玄武岩〜ラ タ イ ト

（Sio2　＝　50− 66wt．％）中の 単斜輝石 が ，岩石 の 分化

に 伴 っ て Fs　5mo1，％，　 wo 　 8mol ．％ しか 変化 し な い

点 に 注 目して
， その 原因 を高酸素分圧 化 に お け るFe

の 磁 鉄鉱 と して の 晶出に 求 め た．田万 川層群産単斜

輝 石 は お そ らくこ の New 　 Mexico 産火 山岩の ように

hydrous　 magmatic 　 state に お け る 高酸素分圧 下 で

＊
こ の 他 に も緑泥石 ，バ ス タ イ トな ど 含鉄 鉱物 も含 まれ るが ，

　
一般 に そ の 量 は少 な い ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

270 今岡照 喜 ・村上允英

湿

り

O
ぼ

ち
（
OO

Σ
・

Oo

』

囚）、
Oo

乢

囚

1．0

0．8

O．6

O．4

毳ぐ
口

△

口

ロ　 　O

■

駐簍釜

■

よ

a

圏
鬮

o

K囚ANMeN 　GROUP
△ CLINOP ∀ ROXENE
▲ AMPHIBOLE

SHUNAN 　GROUP
OCLINOPYROXENE
PA凹PHIBOLE

HIKIMI 　GROUP
  CL 工NOPYROXENE
  ORTHOPYROXENE

● A伺 PH ［BOLE

OB 匸OT ［丁 E

ABV　GROUP
NELINePYReXENE
TAMAGALNA　GROUP
囗 CL｛NOPYRDXENE
■ AMPHIBOLE

50 55　　　　　　　60　　　　　　　65　　　　　　　70

　　　 Sio2　 wt °

／e 　 of 　 Rock
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（FeO ビ トMgO ）i！｛全 岩 の FeOt 　1〔FeOt 十 MgO ）1比 との 関 係

75

生成さ れ た もの で あろ う．

　
一

方匹見 火 山 岩中の 輝石 は か な り の 酸性岩 中 に も

含 まれ るばか りで な く，Feに 富 ん だ 組成 を有す る．

火 lll岩類 は 全岩 の A −F−M 図 で は カ ル ク ・ア ル カ リ岩

系列 に 近 い トレ ン ドを有する が，他 の 火山岩類 に 比

べ 若干 FeO 側 に 寄 っ て お り，典型 的 な カ ル ク
・ア ル

カ リ岩 で あ る と は 言 い 難 い ．い ず れ に し て もか な ワ

の 酸 性 岩 に Fe に 富 ん だ 輝 石 類 が ほ ぼ 安定 に 含 まれ る

事実 は ， 全岩 の Fe／Mg 比 との 関係お よび 共 存す る

Fe−Ti 酸化鉱物 がチ タ ン 鉄鉱 で ある こ と も併 せ ，匹

見層群の 火 山岩類 が，他層群 火 山岩類 に 較べ て ， 低

水蒸気圧 下 （あ る い は 高温 ）で，しか もお そ らく低

酸素分圧 下 で 晶出作用 を行 な っ た こ と を示唆 して い

る よ うに 考 2．ら れ る．周 南 層群 に つ い て は デ
ー

タ

の 少な い た め 確定的 な こ と は い え な い が お そ ら く L

記 両 者 の 中間的性状 の もの と推定 さ れ る．こ れ らの

推論 は 次 の よ うに角閃石 の 化学組成 か らも帰結 さ れ

る．

　か つ て GILBERT（1966）は ferropargasiteの 安定

領域 が fo2の 増大に よ っ て著 し く滅少する こ とを報告

した．また 最近 PoPP　et　al ．（1977）は Mg7sisO22

（OH ）2 −Fe7Si8022（OH ）2 系の 実験 に お い て 赤鉄鉱
一

磁 鉄鉱 緩 衝（HM 　buffer）で 決 定 さ れ るfo2で は 725 −

630℃ に お い て Fe端 成分 は 14〜22　mole ％しか 固溶し

な い が ， さ ら にfo2を低下 さ せ ニ ッ ケ ル
ー

ニ ッ ケ ル 酸

化物緩衝（NNO 　buffer）で 決定さ れ る伽 で は 725 −

600℃ にお い て 54〜65mole ％固溶す る こ と を明 らか

に し た．以上 2 つ の 実験 データ よ り角 閃 石 の Fe／Mg

比 とその 晶出時 に おけるfozとの 校 に 密接 な関係が 存

在す る こ とが 明 らか で ある．匹 見層群産角閃石は，

全岩 の Fe／Mg 比 に お い て ほ ぼ isochemicalな 田 万川

層群 火山岩 中の 角閃 石 に 較 べ Feに 富ん で い る．こ の

事 実は 輝石 の 場合 と同様 に 匹見層群 の 火山岩類 が 田

万 川 層群 火 山 岩類 に 比 較 して 低酸素分 圧 下 で 生成 さ

れ た こ と と 関係 して い る と推論 さ れ る。

　 さ ら に角閃 石 の AIIvに つ い て み る と， 匹見層群 火

山岩 中の 角閃石 の AliVは約 1．06〜1．57で あ る．一
方，

他 の 火 山岩中 の 角閃石 で はO ．88〜1．04で 前者 に 比べ

低 い ．角閃石 の Allvとfdeとの 関係は 既 に CZAMANSKE

and 　WoNEs （1973），
　KANIsAwA （1975 ＞，　MuRAKAMI

（1977），TANAKA （1977） に よ っ て 論 じられ ，
　fb2の

増加 に 伴な い AliVの 減少する こ とが 指摘 され て い る

が ，上 記 の 推論 は こ れ らの 議 論 と も矛 盾 しな い ．

　黒 雲母 に つ い て は，匹 見層群 火山岩中 に しか 新鮮

な試料 が 保存され て い な い の で，他層群 火 山岩中の

もの と 比 較 で きない ．

　以上主 に輝石 ・角閃石 の デー
タよ ド），匹 見層群 火

山岩類 は も っ とも低水蒸気圧 ・低酸素分 圧 下 で ，一

方 田 万 川層群 火山岩類は も っ と も高水蒸気圧 ・高酸

素分圧下 で 形成 さ れ た と の 推論 が 可能 で あ る．
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